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川崎市社会福祉協議会 SOS かわさき事業担当平林さんに伺いました 

 

 

 

 

 

 

食糧支援かわさき＜食かわ＞とは、川崎市社協＜SOS かわさき事

業＞で福祉施設、企業や地域住民からの寄付を募り新型ｺﾛﾅｳｲﾙ

ｽの影響で失業や収入減少した方を支えるために食糧を無償提供

していく仕組みです。相談機関が、食糧保管の拠点から支援を必

要とする世帯に食糧を届けます。既に皆様からの提供品は 3,135

品、支援実績は約 230 世帯になります(10/9 現在)。新型ｺﾛﾅ禍

のなか継続して食糧の寄付も呼びかけています。対象は、常温保

存できる未開封の缶詰やﾚﾄﾙﾄ食品、ｲﾝｽﾀﾝﾄ食品、乾物などで、

原則、消費期限が 2 ヶ月以上あるもの。「困っている方」は勿論「寄

付」の受付もお待ちしています。 
 

 

 

W E S T  

㈱ｱｲ･ﾃﾞｨ･ｴｽ 
バナナ園 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

☝ 
044-455-6119 

 
新型コロナウイルスで生活にお困りの方、ご存じですか？ 

 

 

 
食かわ活用の流れ 

 

 

まずは相談機関に相談を！ 

相談機関で生活の支援策を

ご案内（食糧の希望やお渡し

方法を確認） 
 

相談機関より市社協に

食かわ利用の連絡 

食糧保管拠点(福祉施

設)から食糧を受取 

 

 

 

対象：相談機関等が関

わっている、新型コロナ

ウイルス感染症の影響

で生活にお困りの方 
 

 

 

相談機関より支援対象者

へ食糧をお渡しします 

 

 

 
食糧寄付のご協力をお願いします 

 

 

ご協力いただいた個

人･団体の皆様にｵ

ﾘｼﾞﾅﾙ･ｽﾃｯｶｰを配

布いたします。 

缶詰、ｲﾝｽﾀﾝﾄ食品、ﾚﾄﾙﾄ食品、

乾麺、乾物、米(精米済のもの)等 

  

 

 

取組･寄付受付期間

2021年 3月末 

食糧受付場所･問合せ 
社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動振興ｾﾝﾀｰ 

044-739-8718(月～金 8:30～17：00) 
v-center@csw-kawasaki.or.jp 

問合せ 
社会福祉法人川崎市社会福祉協議会 

地域生活支援 SOSかわさき事業事務局 

044-739-8716(月～金 8:30～17：00) 
chiikisuishinka@csw-kawasaki.or.jp 

川崎市社会福祉協議会福

祉部地域推進課生活支援

SOS かわさき事業担当の平

林さん、後ろは寄付の食糧 

 



★介護はｱｲﾃﾞｨｱ～未経験だからこそのｱｲﾃﾞｨｱが必要です! 
■募集要項 
★職種：ｹｱ･ｽﾀｯﾌ<①正社員/②非常勤職員>★無資格･未経験からｽﾀｰﾄ/年齢不問 

★給与：① 月給：224,781 円～<18歳資格なし夜勤 6日含む> 

② 時給 1020<無資格>～1170円<介護福祉士>  
※夜勤 1回 18,000～20,000 円＜介護福祉士＞①②処遇改善加算交付金含 

★時間：9：00～17：00 17：00～翌 9：00 

★待遇：社保・有休・交通費規定内支給：月額 50,000円迄 

★勤務場所：当社各施設 10 箇所の中から通勤し易い 

 場所を選べます。 

●問合せ：㈱ｱｲ･ﾃﾞｨ･ｴｽ 採用担当まで   

☎044-455-6117 

2021 年 3 月新卒社員募集中 

会社説明会随時開催中      
ｴﾝﾄﾘｰはこちらから→ 

        

 

 

 

 

 

        

川崎市多摩区のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ」より 

大地の恵み？今年は柿が大豊作 

月刊 MONTHLY BANANA NEWS （毎月 1 日発行） 

通算第 191 号   編集：株式会社アイ・ディ・エス 

川崎市中原区新丸子町 734-2  ☎044-455-6119 
＜ＨＰ＞ http://www.bananaen.com/ 

グループホーム空室情報 
空室情報、入居に関するお問い合わせは右記    

の各施設もしくは総合案内 

044-455-6119       

バナナ園グループ 
【グループホーム】                                               
●川崎大師ﾊﾞﾅﾅ園 ☎ 044-280-2386   ●第 2 ﾊﾞﾅﾅ園 ☎044-587-1773      

●ﾊﾞﾅﾅ園武蔵小杉 ☎044-863-7101    ●ﾊﾞﾅﾅ園ほりうち家 ☎044-722-5361   

●のんびりーす等々力 ☎044-750-9203   ●のんびりーす ☎044-422-2295       

●ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ ☎044-911-1599 ●バナナ園生田の杜 ☎044-789-5691/5692   

●ﾊﾞﾅﾅ園生田の泉 ☎044-789-5693  ●ﾊﾞﾅﾅ園横浜山手 ☎ 045-264-9634 

  
    

              
 

 

 

 

 

川崎市多摩区生田丘陵の小高い丘の上にある高原の別荘のようなｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ

ﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ」からは舌に嬉しい話題をひとつ。施設の広い庭の隅に

立派な柿の木があります、秋には実がなるので沢山ではありませんが、ご入

居者のおやつやごﾃﾞｻﾞｰﾄにお出しすることにしています。柿は数ある果物

の中でも、古くから日本で栽培されてきた果実の一つで、なんと縄文時代の

遺跡からも柿の種子が出土されています、砂糖が一般の庶民に広がったの

が明治時代といいますから、それまで柿は庶民にとって貴重な「甘さ」だっ

たのです。また、多くのﾋﾞﾀﾐﾝやﾐﾈﾗﾙを含む栄養価の高い果物で「柿が赤く

なると医者が青くなる」という諺があるように昔の人にとって柿は貴重な

食べ物であったようです。そして柿の木はｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞのﾍｯﾄﾞに使われる＜ﾊﾟｰ

ｼﾓﾝ＞ほど堅い樹ですが、実は枝が突然に折れる性質があり、古くから柿の

樹に登るのは危険と言われています。そんなこともあり「ﾊﾞﾅﾅ園生田ﾋﾙｽﾞ」

の柿の実は残念ながら収穫できる範囲が脚立にのって手の届く範囲と決ま

っています。柿の実が熟し始めた 10 月のある日、大地の恵みか大豊作の柿

を眺めながらｽﾀｯﾌの一人が「超ﾛﾝｸﾞｻｲｽﾞの高枝切りをﾃﾚﾋﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞで買っ

たので持ってきましょう」とわざわざ自宅から持って来てくれました、今ま

で届かなかった高い場所にも届くので採れる採れるの大収穫となりまし

た。長くて重たいﾊｻﾐの操作はｽﾀｯﾌの仕事、枝を切って実のついた部分を受

け取っていただくのはご入居者。先日入居された N 様、都会育ちであまり

こういう体験をされたことがないとのこと「こんな立派な柿を自分で捥い

だの初めてよ！」と目をｷﾗｷﾗさせて手伝ってくださいました。程よく熟し食

べられる硬さのもの、熟しきった柔らかいもの、まだ青みの残るものは数日

置いて熟してくるのを待つこととしますが、びっくりする程の大豊作。この

拙文を書いている 10/14 現在、ご入居者のおやつに毎日のようにお出して、

更に施設近隣の皆様にもご笑味いただき、ｽﾀｯﾌもそれぞれ持ち帰ってもま

だまだ食べきれません。大きな柿の木にもまだたくさん実っているのです

が、あとはｽｽﾞﾒたちのおやつにしてもらいましょう。 

 

 

 

バナナ園ｸﾞﾙｰﾌﾟで働きｽﾃｯﾌﾟ・アップをしませんか？ 

介護スタッフ募集中 

 

 

 

 

 

 

ご存じの通り私たちの働く多摩区のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園生田の杜」では緊急事

態宣言発令前から「見えない敵」新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症との戦いに明け暮れてい

ます。ご入居者には外出の制限、ご家族・来訪者にも不自由をお掛けしてい

ますが、ｽﾀｯﾌは施設外との接触をしないわけにはいきません。適宜の消毒、ﾏ

ｽｸの着用･ﾏﾒな手洗い･うがいは必須です。 特に感染症は手を介して体内に侵

入する「接触感染」が多いと言われており、ﾄﾞｱﾉﾌﾞや吊り革などの不特定多

数の人が触るところにｳｲﾙｽが付着し、そういった場所を触った手で眼や鼻や

口を触ることで、体内に侵入すると言います。私たち介護職は「出社時、退

社時、休憩前後、自身の排泄後」の他にも「ご利用者の食事に関わるとき（準

備・介助）」「排泄のお手伝いをしたとき」「体調の悪いご利用者のｹｱをする

前後」「感染物として取り扱うものに触れたとき」「手袋を脱いだとき」等一

日に何十回も手を洗います。そんな中最近あらためて見直すことがありまし

た。それは、94 歳になる男性ご入居者の手洗いです。認知症のために「手を

洗う」という習慣も忘れてしまう方がいる中、この方はお食事の前は勿論、ﾄ

ｲﾚを済ませた後、何か気になった時にはは必ず手洗いをしています。丁寧に

石けんをつけて、手のひら、指の間、手首までしっかりと洗います。泡立ち

が悪い時は少し水で濡らし、更に石鹸をつけます。洗い終わると蛇口をさら

に開き、大量の水で丁寧に石鹸を洗い流します。新型ｺﾛﾅ禍以前は何気なく見

ていた行為が今は感動する毎日です。2015 年にご入居され、静かに暮らす S

様ですが、ご入居当初は「何も食べていない」と突然怒り出すといった事が 2

年程続いていました。しかし思い出すとそのころから、手洗いは欠かさず行

っていました。深川で生まれ、戦争で中国に 3 年渡りそこで終戦を知ったそ

うです。その後は車の運転の仕事を続けてこられたと聞いています。物忘れ

が始まり、認知症を発症し、多くの記憶をしまい込んでしまった S 様ですが、

今でもこの手本となるような手洗いを自然に行えるのは何故なのでしょう？

「不思議」を感じるとともに何だか嬉しくなってしまいます。ずっと忘れず

に正しく手洗いをする S 様を見習って私たちｽﾀｯﾌもｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防に努め

たいと思います。 

 

 

 

 

 

川崎市宮前区のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ﾊﾞﾅﾅ園生田の杜」より 

手洗い励行コロナにまけるな！ 

 

 

何か気になる時は、

洗面所にいかれ手洗

いをされる S 様。今

では皆のお手本にな

っています。 

 

「柿」は日本の心象風景のひとつ？正岡子規「柿

くへば鐘が鳴るなり法隆寺」松尾芭蕉「里古りて

柿の木持たぬ家もなし」高浜虚子「よろよろと棹

がのぼりて柿挟む」など、柿をよんだ俳句も多い。 

 

 

 

となりの客は

よく柿食う客

だ！ 


